
小児総合医療センターの『こころ病棟』に入院している小・中学生が在籍しています。 
 
●病院と連携しながら情緒の安定を図り、落ち着いて学校生活が送れるようにします。 
 
●一人一人の状況に応じた学習を行うことによって学習に対する意欲を高め、自信につ
なげます。 
 
●退院後、家庭・学校・地域で安定した生活を送ることができる力を身につけます。 

小児総合医療センターの『からだ病棟』に入院している小・中学生が在籍しています。 
 
●児童・生徒の病状や学習進度に合わせて学びを深めています。 
 
●病室から分教室まで登校して学習を行う教室学習と、教員が病室に出向いて授業を行うベッドサイド 
  学習があり、医師の判断により、学習形態が決まります。 

学校案内 

  
児童・生徒にとって変化と潤いに満ちた入院生活となるように、行事や様々な体験を重視した授業を行っています。 
 また、家庭との連携を図るため、学期ごとに保護者会や授業参観を設定しています。 
○ひだまり学級    学校行事：運動会  校外学習  ひだまり祭 など 
○わかば学級     学校行事：音楽会  星空教室  わかば祭 校外学習 など 

 東京都立武蔵台学園 

  府中分教室ひだまり学級 
       わかば学級 
    〒183-8561 
      東京都府中市武蔵台２－８－２９ 

      都立小児総合医療センター内 

      電 話  042-312-8115 

      FAX  042-312-8170 

 

 

 
  府中分教室は、東京都立小児総合医療センターに入院している小中学生のための分教室です。 
 



■所在地  東京都府中市武蔵台 ２－８－２９ 
        東京都立小児総合医療センター内 
 

■JR西国分寺駅・国分寺駅・国立駅・西府駅・ 京王線 
  府中駅からバス「総合医療センター」下車 
 
■JR中央線・武蔵野線 西国分寺駅 徒歩１５分 

案内図 

 
１ 児童・生徒の学校での様子や連絡事項について、病棟スタッフと連絡を取り合います。 
 
２ 児童・生徒一人一人について共通理解を図るために、必要に応じて支援会議を行います。  
メンバーは、分教室担任、担当医師、病棟担当看護師、必要に応じて精神保健福祉士などが参
加します。 
 
３ 学期毎に病院・学級との連絡会を設定し、学級運営について共通理解を図っています。 

病院との連携  入院後、児童・生徒、保護者および、主治医が分教室の教育を受けることが適当と
判断し、転入学申込書を作成し、分教室に提出します。 

申し込み書を受理し、必要に応じて、面談を設定します。 

必要書類は次の通りです。 
（在学証明書・教科書給与証明書・日本スポーツ振興センター加入証明書） 

●ひだまり 
転入学日を決定します。原則として毎月1日、1１日、2１日付で転入します。 
●わかば 
転入学申込書が出された日から中２日おいての授業開始となります。 

転入学について 




